
結
成
大
会
で
は
、
各
地

方
本
部
か
ら
代
議
員
が
選

出
さ
れ
、
９
名
の
代
議
員

よ
り
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

米
子
選
出
の
代
議
員
の

発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

浜
田
の
漆
迫
代
議
員
よ

り
「
島
根
県
西
部
で
は
、

大
田
市
・
浜
田
・
益
田
の

３
駅
し
か
有
人
駅
が
な
い
。

江
津
の
巡
回
対
応
駅
化
は
、

市
議
会
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
る
。
駅
の
コ
ン
パ

ク
ト
化
で
ホ
ー
ム
の
椅
子

が
撤
去
を
さ
れ
る
。
お
年

寄
り
は
跨
線
橋
に
座
っ
て

待
っ
て
い
る
。
『
乗
れ
る

も
の
な
ら
乗
っ
て
み
ろ
』

と
言
わ
ん
ば
か
り
だ
。
統

括
駅
に
な
り
、
ス
キ
ャ
ッ

ト
会
議
で
広
島
駅
の
徒
列

の
解
消
や
ウ
エ
ス
タ
ー
を

増
や
す
取
り
組
み
を
し
て

お
り
、
現
場
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
駅
の
評
価
に
つ

な
が
る
よ
う
だ
が
、
メ
ン

タ
ル
で
休
む
社
員
も
出
て

い
る
。
工
臨
の
入
換
・
除

雪
・
除
草
も
あ
り
、
益
田

駅
に
要
員
１
名
配
置
し
て

ほ
し
い
。
津
和
野
で
の
Ｓ

Ｌ
の
入
換
も
あ
る
の
に
要

員
減
の
話
も
出
て
い
る
」
、

出
雲
の
岡
田
代
議
員
か
ら

は
「
木
次
線
運
転
区
、
組

合
員
４
名
で
現
職
１
名
、

将
来
に
不
安
が
あ
る
。
木

次
線
８
１
キ
ロ
区
間
・
オ
ー

ル
ワ
ン
マ
ン
、
冬
季
は
雪

で
閉
鎖
と
な
る
。
出
雲
横

田
か
ら
豊
後
落
合
の
輸
送

密
度
は
２
３
名
で
公
表
さ

れ
て
い
る
。
公
共
交
通
と

雇
用
を
守
る
た
め
、
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
、
米
子
の
渡
邊
代
議

員
か
ら
は
「
昨
年
か
ら
グ

ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
に
な
っ
た
。

根
雨
駅
が
巡
回
対
応
駅
と

な
り
、
境
港
駅
の
窓
口
が

閉
鎖
を
さ
れ
た
。
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
の
ご
利
用
も
多
い

が
案
内
が
出
来
な
い
と
列

車
の
遅
延
に
も
つ
な
が
る
。

最
後
ま
で
残
っ
て
も
ら

い
た
い
と
も
言
わ
る
が
、

体
力
の
衰
え
も
感
じ
て
い

る
」
、
鳥
取
の
山
田
代
議

員
か
ら
は
「
特
急
ワ
ン
マ

ン
が
導
入
さ
れ
て
１
年
が

経
過
を
し
て
い
る
。
ホ
ー

ム
に
降
り
て
ド
ア
ス
イ
ッ

チ
を
扱
う
。
車
内
の
状
況

も
分
か
ら
な
い
。
ワ
ン
マ

ン
区
間
の
拡
大
が
危
惧
さ

れ
る
。
ダ
イ
ヤ
改
正
か
ら

２
２
７
系
が
導
入
と
な
る
。

ツ
ー
マ
ン
対
応
が
必
要
で

は
な
い
か
」
、
と
の
意
見

が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

役
員
改
選
で
は
、
米
子

か
ら
は
執
行
委
員
長
に
倉

下
さ
ん
が
、
執
行
委
員
に

安
部
さ
ん
が
、
会
計
監
査

に
渡
邊
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
を
支
え
る
意
味

で
も
、
米
子
地
区
本
部
と

し
て
中
国
地
本
の
運
動
を

し
っ
か
り
盛
り
上
げ
て
い

こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

２０２６年 ４月２５日 国鉄労働組合米子地区本部機関紙 第２号

米子地区本部
第２号

つくろう職場に労働運動を！ ひろげよう闘いを 職場に、地域に、全国に！

中
国
地
方
本
部
が
結
成
大
会

去
る
４
月
４
日
、
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
「
国
鉄
労
働
組
合
中
国
地
方
本
部
」
の
結
成
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

広
島
・
岡
山
・
米
子
地
方
本
部
が
解
散
・
統
合
す
る

こ
と
で
新
た
な
地
方
本
部
が
結
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
広
島
・
岡
山
地
本
に
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
会
社

以
外
に
も
、
貨
物
会
社
・
Ｊ
Ｒ
バ
ス
・
メ
ン
テ
ッ
ク
・

ロ
ジ
ス
テ
ッ
ク
等
で
働
く
組
合
員
も
お
ら
れ
ま
す
。
お

互
い
に
激
励
し
あ
い
、
こ
れ
ま
で
の
各
地
方
本
部
の
運

動
の
継
承
・
更
な
る
発
展
を
決
意
し
あ
っ
て
来
ま
し
た
。

４月２５日は、福知山線
事故から２１年目となりま
した。事故を知らない世代
の社員が多数となる中、事
故の教訓の継承が重要な課
題となっています。福知山
線事故を迎えるにあたって
今年も各職場で研修が行わ
れていますが、事故の背景
や原因にまで踏み込んだ内
容にはなっていないように
感じました。また、研修の
後に行われる各現場の方針
説明では、現場における一
年間の安全への取り組みの

振り返りというより、ウエ
スターの取り組み実績など
が強調されているように感
じ、正直、違和感を覚えま
した。

この３月３１日には、伯
備線備中神代駅構内におい
て、早着した列車にあわや
触車という事象も発生して
います。一歩間違えば、人
命にも関わる危険な事象で
あったにも関わらず、何ら
対策も取られることなく日々
の作業が行われるなど、会
社の安全管理に首をかしげ
ざるを得ません。

一方、４月７日は、後藤
総合車両所内における労災
死亡事故から１５年目の日
でもありました。当日は、
地区本部として車両所内に
設けられている献花台に献
花を行い、安全な職場づく
りを誓って来ました。

次世代に何を語り継ぐのか！

５
月
２
４
日
告
示
、
３

１
日
投
開
票
の
日
程
で
、

江
津
市
議
会
選
挙
が
施
行

さ
れ
ま
す
。
国
労
議
員
団

か
ら
は
、
現
職
の
植
田
好

雄
さ
ん
と
元
職
の
森
川
和

英
さ
ん
が
立
候
補
を
決
意

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
度
の
江
津
市
市
議

会
選
挙
で
は
、
定
数
が
２

名
減
の
１
４
名
に
対
し
て
、

既
に
行
わ
れ
て
い
る
候
補

者
説
明
会
に
１
７
陣
営
が

出
席
す
る
な
ど
、
ま
さ
に

激
戦
の
様
相
を
呈
し
て
い

ま
す
。

地
方
で
顕
著
に
現
れ
て

い
る
人
口
減
少
の
問
題
を

は
じ
め
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
・
教
育
の
貧
困
、
そ

し
て
、
先
細
る
公
共
交
通

な
ど
、
こ
の
間
の
自
民
党

政
治
が
も
た
ら
し
た
弊
害

に
他
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
、
地
方

の
中
か
ら
政
治
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
公
示
ま
で
既
に
一
ヶ

月
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

植
田
候
補
・
森
川
候
補

の
必
勝
に
向
け
全
力
で
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

政
治
を
変
え
よ
う
地
方
か
ら
！
！

力
を
合
わ
せ
て
一
歩
前
へ

春
闘
の
集
計
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
賃
上
げ
の

流
れ
は
継
続
し
て
い
る

が
、
賃
上
げ
疲
れ
や
中

東
情
勢
の
影
響
も
あ
る

か
ら
か
伸
び
に
つ
い
て

は
鈍
化
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
春
に
な
っ
て
、

以
前
か
ら
欲
し
か
っ
た

も
の
を
い
く
つ
か
購
入

し
て
み
た
。
買
う
も
の

の
基
準
は
、
ま
ず
は
値

段
。
た
ま
～
に
高
価
な

も
の
を
買
う
と
そ
の
し

わ
寄
せ
は
至
る
所
に
？
！

低
賃
金
が
骨
身
に
し

み
る
今
日
こ
の
頃
。
春

闘
の
前
進
は
働
く
者
の

団
結
し
か
な
い
。

編

集

後

記

後藤総合車両所内の献花台

新執行部の挨拶

挨拶する植田候補


